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平成２２年第４回定例会

三 沢 市 議 会 会 議 録

第１号（平成２２年１１月２９日）
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第24 提案理由の説明
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第25 議案の説明（省略）
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第26 総括質疑
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第27 特別委員会の設置及び議案の付託
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─────────────────

◎出席議員（１９名）

議長 １番 馬 場 騎 一 君

副議長 １５番 小比類巻 雅 彦 君

２番 瀬 崎 雅 弘 君

３番 奥 本 菜保巳 君

４番 加 澤 明 君

５番 鈴 木 重 正 君

６番 藤 田 光 彦 君

７番 天 間 勝 則 君

８番 太 田 博 之 君

１０番 堀 光 雄 君

１１番 春 日 洋 子 君

１２番 野 坂 篤 司 君

１３番 西 村 盛 男 君

１４番 小比類巻 正 規 君

１６番 舩 見 亮 悦 君

１７番 山 本 弥 一 君

１８番 堤 喜一郎 君

１９番 小比類巻 種 松 君

２０番 森 三 郎 君
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◎欠席議員（０名）
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◎説明のため出席した者（２７名）

市 長 種 市 一 正 君

副 市 長 大 塚 和 則 君

政策財政部長 澤 口 正 義 君

総 務 部 長 工 藤 智 彦 君

民 生 部 長 野々宮 忠 良 君

健康福祉部長 宮 古 直 志 君

経 済 部 長 米 田 光一郎 君

建 設 部 長 中 西 敬 悦 君

上下水道部長 吉 田 幸 男 君

政 策 推 進 監 中 村 健 一 君

政策財政部参事
中野渡 進 君

兼政策調整課長

政策財政部参事
鳥谷部 斉 君

兼 財 政 課 長

政策財政部参事
冨 田 哲 君

兼基地渉外課長

総 務 部 参 事
佐々木 卓 也 君

兼 総 務 課 長

建 設 部 参 事
松 島 正 栄 君
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兼いきいきデイ 平 出 修 一 君
センター所長
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三沢病院事務局長 大 澤 裕 彦 君

三沢病院事務局
小笠原 雅 義 君

理事兼管理課長

消 防 長 月 館 孝 君
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事 務 局 長 川 代 一 男 君

次 長 村 井 拓 司 君

庶 務 係 長 河 村 健 康 君
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議席番号 職 名 氏 名

１０番 委 員 長 堀 光 雄

７番 副委員長 天 間 勝 則

２番 委 員 瀬 崎 雅 弘
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１１番 委 員 春 日 洋 子

１３番 委 員 西 村 盛 男

１６番 委 員 舩 見 亮 悦

２０番 委 員 森 三 郎
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午前１０時００分 開会

─────────────────

◎日程第１ 開 会

○議長（馬場騎一君） 出席議員は定足数に

達しておりますので、会議は成立しました。

これより、去る１１月１７日告示招集され

ました平成２２年三沢市議会第４回定例会を

開会します。

それでは、直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第１号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第２ 会議録署名議員の指名

○議長（馬場騎一君） 日程第２ 会議録署

名議員の指名を行います。

会議録署名議員に、７番天間勝則議員、１

４番小比類巻正規議員の両氏を指名します。

─────────────────

◎日程第３ 会期の決定

○議長（馬場騎一君） 日程第３ 会期の決

定を行います。

お諮りします。

今定例会の会期は、会期日程表案のとお

り、本日から１２月９日までの１１日間とし

たいと思います。これに御異議ございません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、会期は、本日から１２月９日まで

の１１日間と決定しました。

─────────────────

◎日程第４ 諸報告

○議長（馬場騎一君） 日程第４ 諸報告

は、印刷してお手元に配付したとおりです。

御了承願います。

─────────────────

◎日程追加の議決

○議長（馬場騎一君） この際、お諮りしま

す。

朝鮮半島緊迫の危機への対応について、１

７番山本弥一議員からの緊急質問の通告があ

ります。

この緊急質問に同意の上、日程に追加し、

発言を許可することに御異議ございません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、１７番山本弥一議員の緊急質問に

同意の上、日程に追加し、発言を許可するこ

とに決しました。

─────────────────

◎追加日程 緊急質問

○議長（馬場騎一君） 発言を許しますの

で、１７番山本弥一議員の登壇を願います。

○１７番（山本弥一君） 各議員の御理解を

いただきましたので、緊急質問をいたしま

す。

質問の趣旨は、このたび北朝鮮と韓国の砲

撃戦で朝鮮半島が一気に緊張が高まりまし

た。さらに緊迫が強まると北朝鮮のミサイル

の射程内の日本が大きな影響を受けることが

予想され、基地を抱える本市が不測の事態に

備え、市民の生命を守るため、今後の対応を

問うものであります。

１１月２３日、北朝鮮が韓国延坪島への激

しい砲撃が我々に戦争を意識させ、現在も南

北のにらみ合いが続いております。

韓国の大統領は、１１月２３日の砲撃を受

け、北朝鮮の挑発に対し、何倍にしてもやり

返さねばならないと強い調子で韓国軍に指示

しております。

また、米国の大統領も今回の砲撃に激怒し

ていると言われ、北朝鮮に対し、国際社会の

再結集し、北朝鮮に圧力を加えていくと決意

を示しております。

北朝鮮は、昨年春に日本の上空を通過する

ミサイルを発射しています。今回の砲撃は、

我が日本国にとっても対岸の火事ではない危

機感を我々国民も再認識すべきであります。

なぜならば、朝鮮半島がさらに緊迫が強ま

れば、我が国が最も深刻な影響を受けること

に相なります。それは、北朝鮮のミサイルの
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射程内であるからであります。

特に、本市は、我が国にとって重要な三沢

米軍基地を抱えており、北朝鮮のミサイル砲

撃の的となるおそれがあります。

軍事専門家は、北朝鮮が民間人が巻き添え

になるおそれが強い砲撃戦に踏み込んだ背景

には、対米交渉が進まない状況を一変させる

突破口とするため、韓国からの反撃も予想さ

れる中での実弾を使った攻撃で、北朝鮮が大

きなかけに出たと分析し、今後、米中協議が

北朝鮮の思惑に沿わない場合は、新たな挑発

もあり得ると言っております。

北朝鮮は、公海には我々が設定した海上境

界線だけが存在すると表明し、砲撃は、韓国

軍による領海銃撃への正当な対抗措置との見

方を示しております。

今後、国連が砲撃に明確な判断を下さなけ

れば北朝鮮の挑発的な行動がより激しくなる

ことが予想されます。

自衛隊と在日米軍が警戒態勢を強めている

と聞き及んでおりますが、軍事力の最大にし

て最も根本的な役割は抑止であります。我が

国の抑止力のかなめは自衛隊でございます。

その自衛隊はどのくらい強いかという問があ

りますが、軍事力の本質が抑止力であるなら

ば、戦争が始まらないようにするのが任務

で、自衛隊が強いのか弱いのか永久にわかり

ません。

よく一般的に、戦争を経験しない軍隊は強

くないと言われております。それは、平時に

幾らああだこうだと実験してみたところで、

実戦にならなければ浮かび上がってこなかっ

た問題や、予想と違った事態が起きてまいり

ます。平和が長く続いている軍隊では、組織

の硬直化で戦勲が生まれにくいことがありま

す。北朝鮮を初めとするどんな軍隊でも、侵

略軍でないことを認識すべきであります。

なぜならば、本来、その国に属するはずの

権利を侵害されたり、また、国民の生存や繁

栄が阻害するために、やむを得ず軍事力を行

使するわけであるからであります。

したがって、戦争という事態になったと

き、軍事力が勝利をおさめることができなけ

れば意味がありません。いざ戦争になれば、

双方に多大な損害が発生し、一般市民の生命

や財産も失います。

三沢基地を抱える市民は今回の事態に対

し、これまでの積み上げてきた日米合同訓練

等の成果に期待する一方、北朝鮮のミサイル

攻撃は、我が国の防空体制網をすり抜けた場

合、市民も巻き添えになる脅威と不安を感じ

ております。

本市は、三沢基地を抱えるまちでありま

す。国の安全と防衛は、日米安全保障条約を

基本とする国の専管事項なので、一地方公共

団体の権限が及ばないというが、しかし、住

民の生命や財産及び福祉を守るため措置をと

らなければなりません。

市民の生命を守るため、万が一に備え、市

民が避難できる北朝鮮のミサイル攻撃や核爆

弾等の危機に耐え得るシェルター的なものを

備える必要があります。

当局として、今回の朝鮮半島の緊迫の度合

いが強まる危機に対し、今後、基地を抱える

本市が不測の事態に、市民の生命を守る対応

をどう考えているか答弁を求めるものであり

ます。

以上で、私の緊急質問を終わります。

○議長（馬場騎一君） ただいまの緊急質問

に対する当局の答弁を願います。

市長。

○市長（種市一正君） おはようございま

す。

ただいまの山本議員さんの御質問の朝鮮半

島緊迫の危機への対応について、お答えをい

たします。

市は、武力攻撃事態における国民の保護の

ための措置に関する法律及び青森県国民保護

計画等を踏まえ、平成１９年３月に策定した

三沢市国民保護計画に基づき、武力攻撃事態

等の発生時において、情報収集、伝達及び住

民の避難等の国民の保護のための措置等を的

確かつ迅速に実施することとされておりま

す。
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三沢市国民保護計画では、的確かつ迅速に

職員が各種事態に対応できるよう、市の組

織・体制及び職員の参集基準等を定めている

ところでありますが、その対応には、国・県

からの正確かつ迅速な情報が重要となること

から、２４時間体制で情報収集ができるよ

う、県防災情報ネットワーク等の連絡体制も

整備されているところであります。

一方、市民への情報伝達手段として、今年

度整備中の全国瞬時警報システム、いわゆる

ジェイ・アラート・システムが運用されるこ

とで、国からの緊急情報を市民に対して瞬時

に伝達することが可能となり、現在、運用中

の防災メール及びマックテレビ等も含め、市

民に確実に情報伝達ができる体制が整備され

ることとなります。

また、避難につきましては、市民が安全、

迅速に避難できるよう避難実施要領を定めて

おりまして、避難所が開設された場合は、避

難所運営マニュアルに従いまして対応するこ

とといたしておるわけであります。

今後におきましては、国民保護計画事案が

発生した場合は、関係機関との連携及び市職

員が迅速かつ的確に対応できるよう、市防災

訓練に国民保護計画に基づく避難訓練を取り

入れるなど、職員のスキルアップ、あるいは

関係機関との連絡体制や情報収集、提供体制

のさらなる整備等を図ってまいりたいと考え

ておりますので、御理解を賜りたいと存じま

す。

以上であります。

○議長（馬場騎一君） 以上で、１７番山本

弥一議員の緊急質問を終わります。

─────────────────

◎日程第 ５ 議案第６１号から

日程第２３ 議案第７９号まで

○議長（馬場騎一君） 日程第５ 議案第６

１号から日程第２３ 議案第７９号までの全

議案を一括上程します。

─────────────────

◎日程第２４ 提案理由の説明

○議長（馬場騎一君） 日程第２４ 提案理

由の説明を願います。

市長。

○市長（種市一正君） 本日ここに、平成２

２年三沢市議会第４回定例会の開会に当た

り、上程されました議案の主なるものについ

て、その概要を御説明申し上げる前に、議長

のお許しをいただきまして、ミス・ビードル

号復元機の誘致について、議員各位並びに市

民の皆様に一言御報告を申し上げたいと存じ

ます。

ミス・ビードル号復元機の三沢市誘致に関

する調印の締結につきましては、本年８月、

この場をおかりいたしまして御報告申し上げ

ておりましたが、その復元機が既に日本に到

着し、人類初の太平洋無着陸横断飛行出発の

地であります、ここ三沢市に１２月１日、幾

多の困難を乗り越え無事到着し、皆様に御披

露できる運びとなりました。

これまで多くの御支援、御協力をいただき

ましたスピリット・オブ・ウエナッチ委員会

やミス・ビードルフライト実行委員会の皆様

を初め、市民及び三沢市議会等関係各位に対

しまして心から感謝を申し上げますととも

に、再現飛行の実現に向けまして、さらなる

御支援、御協力を賜りますようにお願いを申

し上げまして、報告とさせていただきます。

それでは、本日上程されました議案の主な

るものについて、その概要を御説明申し上

げ、御審議の参考にしていただきたいと存じ

ます。

まず、議案第６１号平成２２年度三沢市一

般会計補正予算（第４号）の概要について御

説明申し上げます。

今回の補正は、新型インフルエンザ予防接

種等に要する経費及びＭＧインターナショナ

ル株式会社への出資金等の予算措置並びに各

特別会計等への繰出金の調整と、緊要な一般

行政経費の補正でございます。

この結果、補正総額は、歳入歳出ともに３

億４,９４０万円の増額補正でありまして、

既定額との累計では１９０億６,１９０万円

となり、前年度最終予算額との比較では３億
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３,０７７万２,０００円、１.７％の減と

なっております。

以下、歳出の主なるものについて御説明申

し上げます。

総務費では、テレビ共同受信施設の修繕に

要する経費として、テレビ共同受信施設管理

費３００万円、また、教育費では、小中学校

の地上デジタル放送対応改修工事等として６

１１万５,０００円を予算措置いたしまし

た。

次に、歳入の主なるものについて御説明申

し上げます。

県支出金２,８９３万２,０００円、寄附金

２億２万円、繰越金６８９万円、諸収入２１

１万３,０００円、市債１億１,７３０万円を

それぞれ計上いたしました。

以上が、平成２２年度三沢市一般会計補正

予算（第４号）の概要であります。

次に、議案第６２号から議案第６９号まで

の８議案は、特別会計及び企業会計の補正予

算でありますが、御審議の際に詳細に御説明

申し上げたいと存じますので、御了承願いた

いと思います。

次に、議案第７０号から議案第７５号まで

の６議案は、行政運営上必要な条例の一部改

正であります。

次に、議案第７６号は、農産物加工施設設

置事業用地の取得についてであります。

次に、議案第７７号及び議案第７８号は、

公の施設の指定管理者の指定についてであり

ます。

次に、議案第７９号は、市道の路線の認定

についてであります。

以上をもちまして、提案いたしました議案

の主なるものについてその概要を御説明申し

上げましたが、議事の進行に伴い、御質問等

に応じ、本職並びに関係部長等から詳細に御

説明申し上げたいと存じます。

なお、ただいま御説明申し上げました議案

のうち、議案第７０号職員の給与に関する条

例等の一部を改正する条例の制定について、

議案第７１号三沢市特別職の職員の給与等に

関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いての２議案につきましては、緊要でありま

すことから、本日御審議いただきますように

お願いを申し上げるところであります。

何とぞ慎重御審議の上、原案どおり御議決

賜りますようお願い申し上げます。

以上であります。

大変失礼いたしました。ちょっと飛ばした

ところがありますので、追加をさせていただ

きます。

以下、歳出の主なるものについての御説明

の中で、まず、総務費では、共同受信施設の

修繕に要する経費として、テレビ共同受信施

設管理費３００万円のところであります。

次に、民生費では、国民健康保険特別会計

繰出金として２,００２万５,０００円、衛生

費では、新型インフルエンザ対策費として

５,５１６万９,０００円、農林水産業費で

は、砂森地域集会所解体事業として４０４万

６,０００円、商工費では、ＭＧインターナ

ショナル株式会社に対する出資金及び貸付金

として９,５００万円を予算措置しておりま

す。

以下、同じでありますので、おわびして訂

正いたします。

─────────────────

◎日程順序変更の議決

○議長（馬場騎一君） この際、お諮りしま

す。

ただいま一括上程した議案のうち、日程第

１４ 議案第７０号及び日程第１５ 議案第

７１号の２議案については、日程の順序を変

更し、本日、先議したいと思います。これに

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、日程第１４ 議案第７０号及び日

程第１５ 議案第７１号の２議案について

は、日程の順序を変更し、本日、先議するこ

とに決しました。

お諮りします。
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先議する議案第７０号及び議案第７１号の

２議案については、会議規則第３７条第３項

の規定により委員会付託を省略し、本会議審

議としたいと思います。これに御異議ござい

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、委員会付託を省略することと決し

ました。

─────────────────

◎日程第１４ 議案第７０号

○議長（馬場騎一君） 日程第１４ 議案第

７０号職員の給与に関する条例等の一部を改

正する条例の制定についてを議題とします。

当局の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（工藤智彦君） 議案第７０号職

員の給与に関する条例等の一部を改正する条

例の制定について、御説明申し上げます。

議案書の１ページをごらんいただきたいと

思います。

この議案は、青森県人事委員会の給与等に

関する勧告に基づく、県の職員の給与改定に

準じ、職員の給料月額並びに期末手当及び勤

勉手当の額を改めるため提案するものであり

ます。

それでは、主な改正概要について御説明申

し上げます。

議案書の２ページをごらんいただきたいと

思います。

第１条における職員の給与に関する条例の

一部改正は、１２月に支給される期末手当及

び勤勉手当ての支給割合について規定してお

ります。

内容につきましては、１２月に支給される

期末手当の支給割合を、一般職については１

００分の１４５から１００分の１３５に、勤

勉手当の総額の上限を、一般職については１

００分の７０から１００分の６５に、再任用

職員については１００分の３５から１００分

の３０に、それぞれ引き下げるものでありま

す。

次に、別表第１、別表第２並びに別表第

３、イ及びウは給料表の改正で、国及び県の

給料表に準じ、初任給を中心とした若年層の

適用者については据え置き、それ以外の職員

については平均で０.１％引き下げるもので

あります。

次に、議案書の１３ページをごらんいただ

きたいと思います。

第２条における職員の給与に関する条例の

一部改正は、平成２３年４月１日から施行さ

れるもので、平成２３年６月及び１２月に支

給される期末手当の支給割合並びに勤勉手当

の支給割合を規定しております。

内容につきましては、一般職の６月に支給

される期末手当の支給割合を１００分の１２

５から１００分の１２２.５に、１２月に支

給される期末手当の支給割合を１００分の１

３５から１００分の１３７.５にするもので

あります。

また、６月及び１２月に支給される勤勉手

当の支給割合を、一般職については、６月の

支給割合を１００分の７０、１２月の支給割

合を１００分の６５を、６月、１２月ともに

１００分の６７.５に、再任用職員について

は、６月の支給割合１００分の３５、１２月

の支給割合１００分の３０を、６月、１２月

ともに１００分の３２.５とするものであり

ます。

次に、第３条における職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例の一部改正は、こ

れまで経過措置として、現在の給料月額が平

成１８年３月３１日に支給されていた給料月

額に達していない職員には、平成１８年３月

３１日に支給されていた給料月額に１００分

の９９.７６を乗じて得た額を支給しており

ましたが、給料表の改正により、平成１８年

３月３１日に支給されていた給料月額に１０

０分の９９.５９を乗じて得た額を給料月額

として支給する旨等を規定しております。

次に、議案書の１４ページをごらんいただ

きたいと思います。
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附則第１項につきましては施行日を規定し

ており、第２条については平成２３年４月１

日からとし、それ以外については平成２２年

１２月１日からとするものであります。

附則第２項につきましては、平成２２年１

２月に支給する期末手当について、減額調整

する特例措置を規定しております。

以上、よろしくお願い申し上げます。

○議長（馬場騎一君） それでは、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 質疑を終結します。

続いて、討論を行います。

なお、討論の通告がありますので、発言を

許します。

３番奥本菜保巳議員。

○３番（奥本菜保巳君） 議案第７０号職員

の給与に関する条例等の一部を改正する条例

の制定について、反対の立場で討論いたしま

す。

ドイツでは、労働者の給与は内需拡大、国

内の景気をよくするために上がっています。

日本は世界第２位の経済大国でありながら、

１２年間にわたって働く人の賃金が下がり続

けています。

先ごろも、ことし、年間約２４万円ほど給

与が下がるという報道がありました。しか

し、大手では３年ぶりにボーナスの昇給があ

るという報道もありました。

そうした中、今期も県人事委員会の給与改

定勧告が出されました。不況で地域の民間企

業の給与が減っているからということです。

民間で働く人たちが苦しいから公務員も同じ

ように給与を減らすべきだという論理は、感

情論的にはわかります。

しかし、それでは景気がよくなりません。

三沢市は公務員の割合が高い地域性であるこ

とから、その給与が減ると税収が減り、そし

て、地域の経済にも大きな影響を及ぼしま

す。

また、三沢市は、三位一体改革により地方

交付金が削減された際に、行政改革のもと、

全職員の給与体系を大幅に引き下げる改定を

しています。そのあらわれとして、ラスパイ

レス指数で比較すると一目瞭然です。

ラスパイレス指数とは、国家公務員の行政

職の基本給を１００とした場合の地方公務員

一般行政職の給与水準をあらわす数値となっ

ています。平成２１年度で比較すると、三沢

市は９４.４、六戸町は９７.７、七戸町は９

７、おいらせ町は９５.５となっており、近

隣市町村の中で一番低い数値になっていま

す。

既に近隣の市町村よりも低く給与改定され

ているにもかかわらず、さらに県人事委員会

勧告に従い、引き下げることは余りにも理不

尽ではないでしょうか。これ以上引き下げる

必要はありません。

そして、何度も申し上げていることです

が、公務員の給与は、地域における一定の社

会的規範性を持っています。

よって、民間の給与の基準、目安となる性

質上、今回の職員の給与、一時金引き下げ

は、民間労働者の給与、一時金までに波及

し、地域全体の賃金水準の引き下げにつなが

り、三沢市の経済に一層の打撃を与えてしま

います。

以上の趣旨から、職員の給与、一時金引き

下げには反対を表明します。

○議長（馬場騎一君） ほかにございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 討論を終結します。

これより、採決します。

議案第７０号は、原案のとおり可決すべき

ものと決することに賛成の方の起立を求めま

す。

（賛成者起立）

○議長（馬場騎一君） 起立多数です。

よって、議案第７０号職員の給与に関する

条例等の一部を改正する条例の制定について

は、原案のとおり可決と決しました。

─────────────────

◎日程第１５ 議案第７１号
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○議長（馬場騎一君） 日程第１５ 議案第

７１号三沢市特別職の職員の給与等に関する

条例の一部を改正する条例の制定についてを

議題とします。

当局の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（工藤智彦君） 議案第７１号三

沢市特別職の職員の給与等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について、御説明申

し上げます。

議案書の１７ページをごらんいただきたい

と思います。

この議案は、青森県の特別職の職員の期末

手当の額の改定に準じ、三沢市特別職の期末

手当の額を改定するため提案するものであり

ます。

議案書の１８ページをごらんいただきたい

と思います。

第１条における三沢市特別職の職員の給与

等に関する条例の一部改正は、市長及び副市

長の平成２２年１２月に支給される期末手当

の支給割合を１００分の１６０から１００分

の１５０に引き下げるものであります。

第２条における三沢市特別職の職員の給料

等に関する条例の一部改正は、平成２３年６

月及び１２月に支給される期末手当の支給割

合を、６月については１００分の１４５から

１００分の１４０に、１２月については１０

０分の１６０から１００分の１５５とするも

のであります。

なお、この三沢市特別職の職員の給料等に

関する条例の改正に伴い、この条例を準用し

ている三沢市議会議員の議員報酬及び費用弁

償に関する条例及び三沢市教育委員会教育長

の給与、勤務時間等に関する条例においても

同様に期末手当の支給割合が改定されるもの

であります。

附則につきましては施行日を規定してお

り、第１条については平成２２年１２月１日

からとし、第２条については平成２３年４月

１日からとするのであります。

以上、よろしくお願いいたします。

○議長（馬場騎一君） それでは、質疑を行

います。ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 質疑を終結します。

続いて、討論を行います。討論ございませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 討論を終結します。

これより、採決いたします。

議案第７１号は、原案のとおり可決すべき

ものと決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第７１号三沢市特別職の職員

の給与等に関する条例等の一部を改正する条

例の制定については、原案のとおり可決と決

しました。

─────────────────

◎日程第２５ 議案の説明

○議長（馬場騎一君） お諮りします。

先ほど議決した議案第７０号及び議案第７

１号を除く、議案第６１号から議案第７９号

までの１７議案に対する当局の議案説明は、

会議規則第３７条第３項の規定により省略し

たいと思います。これに御異議ございません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案の説明は省略します。

─────────────────

◎日程第２６ 総括質疑

○議長（馬場騎一君） 日程第２６ 議案第

７０号及び議案第７１号を除く、議案第６１

号から議案第７９号までの１７議案に対して

総括質疑を行いますが、通告がありませんの

で、総括質疑を終結します。

─────────────────

◎日程第２７ 特別委員会の設置及

び議案の付託

○議長（馬場騎一君） 日程第２７ 特別委
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員会の設置及び議案の付託を行います。

お諮りします。

ただいま一括上程しました議案の審議に当

たりましては、９名をもって構成する予算審

査特別委員会、８名をもって構成する条例等

審査特別委員会をそれぞれ設置し、これに付

託の上、慎重に行いたいと思います。これに

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、予算審査特別委員会、定数９名、

条例等審査特別委員会、定数８名の２特別委

員会を設置し、これに付託することに決しま

した。

それでは、議案の付託を行います。

予算審査特別委員会には議案第６１号から

議案第６９号までの９件を、条例等審査特別

委員会には議案第７２号から議案第７９号ま

での８件をそれぞれ付託します。

─────────────────

◎日程第２８ 特別委員会委員の選

任

○議長（馬場騎一君） 日程第２８ 特別委

員会委員の選任を行います。

ただいま設置されました２特別委員会の委

員の選任については、委員会条例第８条第１

項の規定により、お手元に配付しております

特別委員会委員及び付託議案一覧表のとおり

指名します。

なお、特別委員会委員の方々は、本日散会

後、委員長、副委員長をそれぞれ互選して、

議長まで報告願います。

また、ただいま設置されました各特別委員

会の組織会は、予算審査特別委員会は大会議

室、条例等審査特別委員会は第２会議室にお

いてそれぞれ願います。

─────────────────

○議長（馬場騎一君） 以上で、本日の日程

は終了しました。

なお、明１１月３０日及び１２月１日は、

議案熟考のため本会議は休会となります。

次回本会議は１２月２日で、市政に対する

一般質問を行います。

本日は、これをもって散会します。

午前１０時４２分 散会


